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研究 目的

糖尿病外来に通院 している2型糖尿病患者の継続看護支援への示唆を得るために,教 育入院退

院後6か 月以上経過している2型糖尿病患者に,療 養生活における生活体験の語 りか ら生活に抱

く思いを明らかにすることを目的とした.

研究方法

I.研 究デザイ ン

質 的記述的研究.

Ⅱ.デー タ収集 ・分析方法

1.研 究参加者:教 育入院退院後6か 月以上経過 し,糖 尿病外来に通院 してい る2型 糖尿病患

者で,研 究参加 に同意が得 られた12名.

2.デ ー タ収集期 間:2008年10月 ～2009年1月.

3.デ ータ収集方法:研 究参加者 にインタ ビューガイ ドを用いて,日 常生活の療養体験 に関

す る思いについて,半 構成的面接 を実施 した.面 接 は外来受診時の診察の待 ち時間または

診察後に行 い,プ ライバ シーが守 られ る環境 で,1人1回25分 ～50分 程度行 った.研 究参

加者 の承諾 を得 て語 られ た内容をテープに録音 し,逐 語録 を作成 した.

4.デ ー タ分析方法:研 究参加者が語った内容を逐語録に書きおこした全デ 一タか ら,共 通す る

文脈を取 り出し類型化を進め,サ ブカテゴリーおよびカテ ゴリーを抽出した.分 析 にあたって

は,研 究者 間で妥当性を検証 しながら進めていった.

Ⅲ.倫理的配慮

本研究は,実 施病院の承認を得て行い,文 書 と口頭で研究 目的および内容 方法について説明

し同意を得た.本 研究で得 られた情報に関しては,個 人や施設が特定 されないように記録や分析

を行い,本 研究以外には使用 しないことを伝えた.

Ⅳ.用語の定義

糖尿病であること,そ の治療や 日常生活の調整 についてどう思っているのか,そ の受けとめ方,

考 えや行動 とした.

結果お よび考察

I.研究参加者の概要

研究参加者12名 の性別は,男 性9名 と女性3名 であった. 平 均 年齢 は59.8歳(40歳 ～76歳)で40
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歳代が2名,50歳 代が4名,60歳 代 が3名,70歳 代 が3名 であった.糖 尿病歴 の平均期 間は7年(7

か月～26年)で あった.職 業の有る者が7名,無 い者 が3名,主 婦は2名 であった.

Ⅱ.外 来通院 している2型 糖尿病患者の生活に抱 く思い

外来通院 している2型糖尿病患者の生活に抱 く思いは,生 活調整に関するネガティブな思い とポジ

ティブな思いから構成 され,6つ の 【カテ ゴリー】 と26の 《サブカテゴ リー》が抽 出された.

まず,ネ ガテ ィブな思い として,【 生活調整 にお ける苦痛 】では,《 望ま しい生活行動が とれ

ない葛藤 》,《食事や運動 を調整す るこ との苦 しみ》,《体重や血糖 をコン トロールす る難 しさ

》,《服薬やイ ンス リン注射 を習慣化す ることの難 しさ》,《生活の 中で困難事 が解決 できない

悩み 》,《人 とつ きあい をしなが ら食生活 を調整す る難 しさ》,《他者 か ら協力 が得 られない悩

み》や,《 降雪に よる療養行動の妨 げ》な どがみ られ た.【今後 の糖尿病 の悪化 ・合併症や治療へ

の不安 と葛藤】では,《 今後の糖尿病 の悪化や合併症の心配 》や,《 イ ンス リン注射 を続 けるこ

との不安》がみ られ た.【 仕事を しなが ら生活調整す るこ との苦労 】では,《 生活の時間を調

整す る難 しさ》や,《食事(間食)の 摂 り方の難 しさ》がみ られた.【糖尿病 を持 ちなが ら生きる上

での精神 的ス トレス】にお いては,《 糖尿病であることの葛藤 》,《血糖上昇か ら生 じる否定的

感情 》,《食 生活 に対す る意志 の弱 さ》,《家族への気遣 いか ら生 じる負担 》や,《 ス トレスの解

決策が見いだせ ない葛藤 》がみ られ た.

一方
,ポ ジテ ィブな思い として,【 生活調整す ることに取 り組む態度 】では,《 食 事 ・運動 ・

薬物 のコン トロール を意識 した行動 》を心がけ,《人 とのつ きあい を調整す るための対処 》,《

家族や仲 間の協 力を得なが ら調整す る姿勢 》,《食事や運動 をコン トロール す るための工夫 》

がみ られ,【 糖尿病であることや糖尿病 を持 ちなが ら生活す る意識 と行動 の変化 】においては,

《糖尿病 であることの受け入れ と自覚 》を もち,《食事 ・運動 ・薬物 をコン トロールす ることの

慣れ 》や,《 教育入院 を通 しての学習効果への気 づき》がみ られ,《趣 味や仕事へ の前 向きな姿

勢 》 とな り,《支 え とな る者 の存在への気 づき》な どがみ られ た.

地域で生活す る2型 糖尿病 患者 には,2週 間の教育入院においては外泊 な どの機会 を通 して,

患者 自身が今後の生活調整について具体的に考 え られ るよ うに支援す る必 要がある.外 来通院

中の患者 には退院後1か 月の療養相談 のみでな く,で きる限 り患者 の要望に応 じて相談の機会 を

設 けてい く必要があると考 える.ま た,地 域 で生活 している糖尿病患者 同志が相互 に触れ合い,

語 り合 える ような リフ レー ミングの場や ピア ・ラーニング,セ ル フ ・ヘル プグループな どの患

者会 を通 して,看 護者 はサポー トしてい くことの重要 性が示唆 され た.
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